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次期「ＪＡ静岡３か年計画」樹立へ
～ 第５４回 静岡県農協大会 開催 ～

　

静
岡
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
12
月

７
日
、
第
54
回
静
岡
県
農
業
協
同

組
合
大
会
を
静
岡
市
内
で
開
催
し
、

令
和
７
年
度
か
ら
３
年
間
の
静
岡

県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
方
針
と
な
る

「
Ｊ
Ａ
静
岡
３
か
年
計
画
〜
農
業

と
地
域
の
未
来
を
つ
む
ぐ
〝
協
同

の
力
〞
〜
」
の
樹
立
・
実
践
を
決

議
し
ま
し
た
。

　

次
期
「
Ｊ
Ａ
静
岡
３
か
年
計

画
」（
令
和
７
〜
９
年
度
）は
、
現

２
か
年
計
画（
令
和
５
〜
６
年
度
）

の
方
向
性
を
堅
持
し
つ
つ
、
情
勢

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
こ
と
を
基
本
的
な
方
向
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
２
か
年
計
画
で
は
、
生
産
部

会
の
強
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
向

上
や
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
通

じ
た
農
業
振
興
、
Ｊ
Ａ
経
営
の
収

支
改
善
策
の
実
践
、
組
合
員
・
利

用
者
と
の
接
点
づ
く
り
の
強
化
、

組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
た
Ｊ
Ａ

運
営
へ
の
意
思
反
映
な
ど
を
進
め
、

組
織
基
盤
の
強
化
を
生
産
基
盤
と

Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な

げ
る
「
Ｊ
Ａ
運
営
の
好
循
環
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
食
料
や
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
世
界
的
な
人
口
増
加

や
国
際
紛
争
な
ど
の
影
響
に
よ
り

食
料
輸
入
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
と

と
も
に
、
国
内
農
業
に
お
い
て
は
、

物
価
高
騰
に
伴
い
農
業
生
産
コ
ス

ト
が
高
止
ま
り
す
る
反
面
、
農
畜

産
物
へ
の
価
格
転
嫁
は
進
ま
ず
農

業
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
が
平
成
11
年

の
制
定
か
ら
初
め
て
改
正
さ
れ
、

農
政
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
食
料
安
全
保
障

の
確
保
に
向
け
、
国
内
の
農
業
生

産
の
増
大
に
つ
な
が
る
政
策
展
開

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
や
組
合
員
・
地
域
人
口
の
減
少
、

人
手
不
足
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
逼

迫
な
ど
が
、
組
織
・
事
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
Ｊ
Ａ
が

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
事
業
環
境

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、

協
同
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

農
業
所
得
の
向
上
と
暮
ら
し
の
豊

か
さ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
次
期
「
Ｊ
Ａ
静
岡
３

か
年
計
画
」
で
は
、「
生
産
基
盤
」

「
経
営
基
盤
」「
組
織
基
盤
」
の

強
化
を
重
点
取
組
と
位
置
付
け
、

組
合
員
個
々
の
営
農
と
生
活
に
即

し
た
事
業
・
活
動
の
実
践
を
徹
底

し
ま
す
。

　

「
生
産
基
盤
」
は
、
生
産
部
会

の
「
め
ざ
す
将
来
像
」
で
掲
げ
た

将
来
目
標
の
実
現
や
地
域
農
業
を

支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
確
保
を

通
じ
て
産
地
の
維
持
・
強
化
を
目

指
し
ま
す
。「
経
営
基
盤
」
は
、

組
合
員
と
の
接
点
強
化
や
Ｊ
Ａ
の

事
業
・
活
動
を
支
え
る
職
員
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
、
部
門

別
・
場
所
別
損
益
管
理
の
徹
底
に

よ
り
、
Ｊ
Ａ
経
営
を
よ
り
安
定
し

た
も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。
「
組

織
基
盤
」
は
、
広
報
活
動
や
事

業
・
活
動
を
通
じ
て
農
業
・
Ｊ
Ａ

へ
の
理
解
・
共
感
を
醸
成
し
、
食

べ
て
応
援
、
作
っ
て
応
援
を
実
践

す
る
組
合
員
・
地
域
住
民
（
農
業

振
興
の
応
援
団
）
の
拡
大
や
組
合

員
と
の
さ
ら
な
る
関
係
強
化
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
組
合
員
の

学
び
の
場
づ
く
り
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

組
合
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
力
を

合
わ
せ
て
、
次
期
「
Ｊ
Ａ
静
岡
３

か
年
計
画
」
を
着
実
に
実
践
す
る

こ
と
で
、
農
業
と
地
域
の
未
来
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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令和６年度「ふれあい農協祭」
令和７年１月開催地区 開催日のご案内

地　区 開催日 開催場所

東南・中央地区

湖北地区

浜北地区

浜松市総合産業展示館

JAとぴあ浜松
浜北営農緑花木センター

JAとぴあ浜松
引佐支店

令和7年
1月11日（土）

令和7年
1月19日（日）

令和7年
1月26日（日）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

令和6年10月31日現在

●組合員数総合計
　　正組合員
　　准組合員
●出資金
●貯　金
●貸　付
●共済保有高
●販売品取扱高
●購買品取扱高
●正職員数

７８，８８５人
１９，８４９人
５９，０３６人

３５億８，６２２万円
１兆２，６８３億６，４４９万円
２，２２３億９，４７２万円

３兆２，５３２億１，０８３万円
１１７億４，４０９万円
４４億２，５８１万円

１，０７４人

（令和６年10月29日）　
●協議事項１
　「ＪＡとぴあ次期３か年計画の策定について」
　実施年度が令和７年度から令和９年度までと
なる次期３か年計画の策定について協議が
行われ承認されました。
　　　

（令和６年11月２8日）　
●協議事項なし

経営管理委員会だよりJAとぴあ浜松のデータ

ひ
っ

ぱ
く


